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2 
とはいえ、彼は非情な政治家とは対極にあった。筆者が1996年から1998年にかけてナガ市の
政治を調査したときに見たのは、ロブレド氏の人間としての許容度の大きさ、人懐っこさ、そし
て開放的な性格であった。市長執務室は常に住民に開放されており、アポイントメントなしで市
長と話をすることができた。長いテーブルの端に座ったロブレド氏と話すため、多くの住民たち
がテーブルの両端に並んで座り、自分の順番が来るのを期待と緊張の面持ちで待っていた光景は
忘れられない。また、夜は必ず大きめのバンタイプの自動車に乗って市内の様々な集会に顔を出
していた。訪れる場所ごとに要請される下水･道路の修復などには、翌日には必ず市政府の担当者
を派遣して何らかの対処に努めていた。よく一つ一つ陳情を覚えていられると感心した筆者に対
し、まだ、そちらの記憶力だけは大丈夫だと笑っていたのが印象的だった。何よりも人々と接す
ること、話をすることをこの上無く好んでいた。 
 
政府運営の効率性を高め、公共サービスの提供を通じて人々の生活を向上させること。違法な
経済活動、特に違法賭博には徹底して対決していくこと。こうした目的を果たすためには政治的
競争に圧勝すること。ロブレド氏の中にはビジネスで培った組織運営の倫理、敬虔なクリスチャ
ンとしての強い道徳感、そして、タフな政治家としてのプラグマティズムが同居していたように
思われる。 
 
フィリピンにおいてあるべき政治家を語るとき、今後、ロブレド氏は必ず言及される存在であ
り続けるだろう。 
 
 
